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(担当)  
生活安全企画課 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

☏ 市役所の職員を名乗る男から「コロナの給付金の手続をしました 
か。」「キャッシュカードが古いので新しいカードに替えてください。」
などと電話 

🏠 自宅を訪ねてきた銀行の職員を名乗る男に、キャッシュカード２
枚を手渡し、口座から現金１００万円が引き出された。 

 
☏ 区役所職員・銀行の職員を名乗る男から、「コロナの助成金を振り 
込む。口座番号と暗証番号を教えて。」「古いようだから口座番号を変 
えよう。カードを用意して待っていて。」などと電話 

🏠 自宅を訪ねてきた男に、キャッシュカードを２枚入れた封筒を手
渡し、口座から現金約２００万円が引き出された。 

被害事例(全国) 

県内では… 

☏ 「国庫」の職員を名乗る男から、「１０万円の給付金は、どの通帳
でしますか。」などと電話（５月１１日、防府市内～被害なし） 

 
① 受給のために「キャッシュカード」や「通帳」
を作り替えたり、渡す必要はありません。 

  ⇒ 家に取りに来るのは詐欺犯人です！ 
➁ 電話で、「口座番号」、「暗証番号」を聞いて   
くるのは詐欺の手口です。 

  ⇒ 答えると悪用される可能性大 

被害防止のポイント！ 

カード、通帳を渡さない・暗証番号を答えない 


